
令和７年度 山口県 英語教育改善プラン
様式１：小学校

目標
英語で自分の考えや気持ちを豊かに表現できる子どもの育成に向けて、小中高の連携
を意識した言語活動の充実を視点とした授業改善を行う。

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力
(専科教員含む)

言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

①パフォーマンステストを
軸にした、各授業のつな
がりのある評価を取り入れ
た単元計画を作成できる
教員が増えた。
②目的・場面・状況の設
定を行った言語活動がス
タンダードになってきている。
③授業の中で児童が英
語で発話する時間が増
加してきている。
❶小中連携の実施状況
について「カリキュラム設
定」は継続した課題である。
（R5:54.7%）
❷単元末のパフォーマンス
テストと各授業の言語活
動のつながりが希薄なケー
スが多い。
❸教員が、自身の英語で
の発話に未だ戸惑いを感
じている。

❶カリキュラム設定を行うよさを実
感できる研修や指導助言が十
分ではないと考えられる。
❷目的・場面・状況の設定を単
元を貫く課題設定と関連させた
ような好事例の共有が不十分だ
と考えられる。
❸教員が、英語を「使おう」「学
ぼう」とする姿勢が重要であるとい
う意識を十分にもてていない。

①②各種研修会を実施したこ
とで、パフォーマンステスト等を位
置付けた単元構想に基づく言
語活動中心の授業実践が促
進されたと考えられる。
③言語活動を重視し、時間を
確保する授業計画、単元計画
が進んできたことが要因と考えら
れる。

①②❷❸各種研修会の実施
教員の授業力向上のため、参集、オンライン、ハイブリッドのいずれかの
形で、以下に示す研修会などを実施する。
＜スキルアップ研修会＞
・小中のつながりを大切にした言語活動の在り方について
・パフォーマンステストと単元構想及び言語活動の充実について
・文字の適切な扱い方や指導方法について など
＜やまぐち英語教育推進連絡会（やまぐち英推連）＞
・英語専科教員による学習指導の充実に向けた情報共有
＜センター研修講座＞
・ＩＣＴの活用に焦点を当てた講義演習
❶指定校研究の推進
小・中・高等学校の一貫した英語教育の重要性を理解し、校種間の
つながりを意識した英語教育の充実を図る。
・小中高合同研修会の実施
・公開授業研究会の実施
・成果物の公表 など
＜一定の英語力を有する者の新規採用に係る取組＞
・山口県公立学校教員採用候補者選考試験において、小学校受験
者を対象とした英語資格等による加点
・大学生や新規学卒採用予定者を対象とした「山口県の教師塾」
＜義務教育課ウェブサイト＞https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26847.html



令和７年度 山口県 英語教育改善プラン
様式１：中学校

目標

英語で自分の考えや気持ちを豊かに表現できる子どもの育成に向けて、小中高の連携
を意識した言語活動の充実を視点とした授業改善を行う。
○CEFR A1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合（R6：53.3％⇒R7：56.0％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

①パフォーマンスを重視して
授業構成を考えられる教
員が増えた。
②目的・場面・状況を重
視した言語活動の実施に
努めていることが生徒の姿
から感じられることが増えて
きている。
③授業の中で生徒が英語
で発話する時間が増加し
ている。
❶小中連携の実施状況に
ついて「カリキュラム設定」は
継続した課題である。
（R5:54.7%）
❷ＩＣＴを活用した家庭
学習の実施率が低い。
（R6週１回程度以上：32.6％）
❸「英語の学習が好きか」
という問いへの肯定的回答
の割合について課題がある。
（R5:53.8%⇒ R6:55.6% ）

❶カリキュラム設定を行うよさを実
感できる研修や指導助言が十
分ではないと考えられる。
❷英語学習に効果的だとイメー
ジできる家庭学習でのＩＣＴ活
用方法が浸透していないことが要
因の一つだと考えられる。
❸英語を使ってコミュニケーション
を図れたと実感できた経験が少
ないことが要因の一つだと考えら
れる。

①②各種研修会を実施したこ
とで、パフォーマンステスト等を
位置付けた単元構想に基づく
言語活動中心の授業実践が
促進されたと考えられる。
③言語活動を重視し、時間を
確保する授業計画、単元計
画が進んできたことが要因と考
えられる。

①②❸各種研修会の実施
教員の授業力向上のため、参集、オンライン、ハイブリッドのいずれかの
形で、以下に示す研修会などを実施する。
＜スキルアップ研修会＞
・小中のつながりを大切にした言語活動の在り方について
・パフォーマンステストと単元構想及び言語活動の充実について
・英語でコミュニケーションを図る喜びを感じられる学習課題について
・各種調査問題の誤答分析について など
＜センター研修講座＞
・技能統合型の言語活動に焦点を当てた講義演習
❶指定校研究の推進
小・中・高等学校の一貫した英語教育の重要性を理解し、校種間の
つながりを意識した英語教育の充実を図る。
・小中高合同研修会の実施
・公開授業研究会の実施
・成果物の公表 など
❷生成ＡＩ・学習アシスタントアプリの全県導入による支援
＜アセスメント＞
・外部試験の実施
・県独自学力調査（ＣＢＴ）の実施及び結果分析

＜義務教育課ウェブサイト＞https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/kyouiku/26847.html



令和７年度 山口県 英語教育改善プラン
様式１：高等学校

目標

英語で自分の考えや気持ちを豊かに表現できる生徒の育成に向けて、小中高の連携を
意識した言語活動の充実を視点とした授業改善を行う。
○CEFR A2/B1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合
（R6： A2以上 47.5％、B1以上 18.9％ ⇒ R7： A2以上 53.0％、B1以上 23.0％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶教師の英語による発話が、
言語活動の充実や生徒の英語
力向上に大きな影響を与えるこ
とへの認識が十分でないことが
要因と考えられる。
❷小中学校の英語教育の実
態についての理解が進んでおら
ず、円滑な接続・連携のため
のノウハウが十分に蓄積されて
いないことが要因と考えられる。

①パフォーマンステストの結果を
踏まえて生徒の英語力を客観
的に把握し、その結果を基に授
業改善を図る取組が進みつつ
あることが要因と考えられる。
②各種研修会において言語活
動の目的や重要性、具体的な
実践事例等を周知・共有した
ことで、各校における取組が促
進されたと考えられる。

①CEFR A2/B1レベル相当
以上の英語力を取得又は有
する生徒の割合が増加した。
(A2 R5:46.6% ⇒ R6:47.5%)
(B1 R5:17.9% ⇒ R6:18.9%)

②授業において50％以上の
時間を言語活動に充ててい
る教員の割合が増加した。
（R5: 37.9% ⇒ R6:44.3%）

❶授業において発話の50％
以上を英語で行っている教
員の割合が依然として低い。
（R6目標:40.0% 、実績30.4% ）

❷小中学校との接続・連携
を意識した目標設定や授業
づくりに課題があり、小中高
が一体となった英語教育の
改善に繋がっていない。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

①②❶各種研修会の実施
＜センター研修講座＞
複数の領域を統合的に結び付けた言語活動に焦点を当てた講義・

演習を実施することにより、「話すこと」の力を高めるための授業づくりに
ついての理解促進を図る。
＜外国語指導助手指導力等向上研修会＞
効果的なティーム・ティーチングの在り方や、外国語指導助手を活用

したパフォーマンステストの実施等についての事例発表や指導案検討
等を通して、指導力・協働性の向上を図る。
➀グローバル・リーダー育成事業の実施

（参考URL: https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/180/290762.html）
＜短期留学支援＞
16日間の語学研修・ホームステイを通じて、英語力等の向上を図る。

＜留学フェア開催＞
有識者や留学経験者による講演・発表、留学相談会の実施等を

通じて、県内中高生の留学・海外進学に向けた機運醸成を図る。
＜スタンフォードe-Yamaguchiプログラム実施＞
海外大学のオンライン講義の受講、英語でのディスカッション・プレゼ

ンテーションを通じて、英語力や積極性等の向上を図る。
❷校種間連携の推進
＜小中高連携英語教育推進校による授業公開等＞
県内7地域の小・中・高等学校を推進校に指定し、校種間のつなが

りを意識した英語教育の充実に向けた研究を行い、成果普及に努める。



目標達成状況一覧表 令和７年度様式 （様式２）

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

50 46.6 50 47.5 53 57 60

30 17.9 20 18.9 23 27 30

75 37.9 50 44.3 60 70 75

100 44.3 50 43.3 70 85 100

設定（％） 100 100 100 100 100 100

公表（％） 100 68.2 70 80 90 100

達成状況の把握（％） 100 56.1 70 80 90 100

80 82.4 83 79.6 84 85 85

100 25.9 40 30.4 60 80 100

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

60 51.5 54 53.3 56 58 60

100 100 100 100 100 100

100 100 100 100 100 100

設定（％） 100 100 100 100 100 100

公表（％） 100 99.3 100 100 100 100

達成状況の把握（％） 100 100 100 100 100 100

50 47 50 45.6 53 53 55

100 99.5 100 100 100 100

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

設定（％） 100 100 100 100 100 100

公表（％） 100 99.6 100 100 100 100

達成状況の把握（％） 100 99.6 100 100 100 100

指標内容

指標内容

指標内容

2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

2023 2024 2025 2026

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員の授業における英語使用状況（％）

小
学
校

「CAN-DOリスト」形式による学習到達
目標の整備状況

中
学
校

2023 2024 2025

①CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した割合（％）

2026 2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

①CEFR B1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員の授業における英語使用状況（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

山口県教育委員会

高
等
学
校

2023 2024 2025 2026 2027

①CEFR A2レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）
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